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令
和
６
年

第
１
回　
臨
時
会

１
月
29
日

議
案
第
１
号　
令
和
５
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
12
号
）

■
今
回
の
補
正
額

３
億
3
6
0
4
万
9
0
0
0
円

■
補
正
後
の
一
般
会
計
予
算
額

2
0
4
億
4
2
6
6
万
9
0
0
0
円

■
議
案
の
概
要

物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援
事
業
に
要
す
る

経
費
に
つ
い
て
新
た
に
措
置
す
る
。
財
源
に

つ
い
て
は
国
庫
支
出
金
及
び
繰
入
金
で
対
応

す
る
。

ま
た
年
度
内
に
事
業
が
完
了
す
る
見
込
み

が
な
い
た
め
、
住
民
税
均
等
割
の
み
課
税
世

帯
お
よ
び
子
育
て
世
帯
の
所
得
税
課
税
世
帯

に
係
る
物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援
事
業
に
つ

い
て
、
明
許
繰
越
に
よ
る
繰
越
の
措
置
を
す

る
。

■
議
案
の
主
な
質
疑

星
野　
元
興 

議
員

星　
野　
子
育
て
支
援
費
5
6
0
0
万
円
、

畜
産
事
業
費
2
6
0
0
万
円
に
つ
い
て
。
国

が
示
し
た
推
奨
事
業
メ
ニ
ュ
ー
に
は
、
物
価

高
騰
に
よ
る
保
護
者
の
負
担
を
軽
減
す
る
給

食
費
等
の
支
援
、
子
ど
も
食
堂
の
支
援
、
プ

レ
ミ
ア
ム
商
品
券
発
行
も
あ
っ
た
。
そ
の
中

で
今
回
、
所
得
割
が
課
税
さ
れ
て
い
る
子
育

て
世
帯
へ
の
給
付
、
繁
殖
農
家
・
肥
育
農

家
・
酪
農
家
へ
の
支
援
の
２
つ
を
選
択
し
た

理
由
は
な
に
か
。

企
画
政
策
課
長　
庁
内
全
課
に
対
し
、
交

付
金
を
活
用
し
た
政
策
提
案
を
求
め
た
上
で

今
回
の
提
案
に
至
っ
た
。

具
体
的
に
は
、
非
課
税
世
帯
及
び
住
民
税

均
等
割
の
み
の
世
帯
に
18
歳
以
下
の
子
ど
も

が
い
る
場
合
の
１
人
当
た
り
５
万
円
の
加
算

に
加
え
、
子
育
て
支
援
に
注
力
す
る
本
市
独

自
の
取
組
が
重
要
と
考
え
た
。
ま
た
、
畜
産

農
家
へ
の
支
援
は
、
子
牛
価
格
低
迷
や
、
飼

料
の
価
格
高
騰
が
畜
産
経
営
に
及
ぼ
す
影
響

が
大
き
い
た
め
支
援
策
が
必
要
と
考
え
た
。

庵
下　
信
一 

議
員

庵　
下　

社
会
福
祉
総
務
費
の
委
託
料

1
0
0
万
円
に
つ
い
て
、
業
務
委
託
の
内
容

と
委
託
先
は
。

福
祉
課
長　
委
託
内
容
は
給
付
管
理
や
住

基
情
報
、
課
税
情
報
の
取
り
込
み
な
ど
。　

委
託
先
に
つ
い
て
は
、
国
か
ら
迅
速
な
対
応

を
求
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
対
応
で
き
る

業
者
を
選
定
し
た
い
。
候
補
の
数
、
業
者
に

つ
い
て
は
答
え
ら
れ
な
い
。

庵　
下　
社
会
福
祉
総
務
費
２
億
5
0
0

0
万
円
の
う
ち
、
物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援

事
業
こ
ど
も
加
算
5
0
0
0
万
円
に
つ
い
て
、

世
帯
数
と
１
人
当
た
り
の
支
援
額
は
。
ま
た
、

子
育
て
援
助
費
5
6
0
0
万
円
の
子
育
て
世

帯
の
住
民
税
所
得
割
及
び
所
得
税
課
税
世
帯

に
つ
い
て
、
世
帯
数
と
１
人
当
た
り
の
支
援

額
は
。

福
祉
課
長　
こ
ど
も
加
算
は
、
今
実
施
し

て
い
る
７
万
円
の
非
課
税
世
帯
、
並
び
に
今

回
計
上
し
た
住
民
税
均
等
割
の
み
世
帯
の
18

歳
以
下
の
子
ど
も
に
つ
い
て
、
そ
の
子
ど

も
が
属
す
る
世
帯
に
子
ど
も
１
人
当
た
り

５
万
円
を
加
算
し
て
給
付
金
を
給
付
す
る

も
の
。
世
帯
数
は
ま
だ
捉
え
て
い
な
い
が
、

1
0
0
0
人
を
見
込
ん
で
い
る
。
２
億
円
の

均
等
割
の
み
の
世
帯
は
、
2
0
0
0
世
帯
を

見
込
ん
で
い
る
。

こ
ど
も
課
長　
こ
ど
も
課
所
管
分
に
つ
い

て
、
対
象
の
世
帯
数
は
お
お
よ
そ
1
5
0
0

世
帯
、
18
歳
未
満
の
子
ど
も
2
7
0
0
人
程

度
を
対
象
に
、
１
人
当
た
り
２
万
円
を
予
定

し
て
い
る
。

庵　
下　
子
育
て
世
帯
の
住
民
税
所
得
割

及
び
所
得
税
課
税
世
帯
へ
の
給
付
に
つ
い
て
、

国
の
基
準
が
示
さ
れ
て
い
る
か
。

こ
ど
も
課
長　
市
独
自
の
事
業
で
あ
り
、

支
給
額
は
市
で
決
定
し
て
い
る
。
国
の
事
業

で
あ
る
１
人
４
万
円
の
定
額
減
税
と
の
バ
ラ

ン
ス
を
考
慮
し
て
、
子
ど
も
１
人
当
た
り

２
万
円
と
し
た
。

前
田　
和
文 

議
員

前　
田　
畜
産
業
費
、
補
助
金
の
2
6
0

0
万
円
に
つ
い
て
、
基
準
期
間
及
び
そ
の
数

を
示
せ
。

農
政
課
長　
繁
殖
農
家
に
、
令
和
５
年
１

月
か
ら
12
月
ま
で
に
、
薩
摩
中
央
家
畜
市
場

に
お
い
て
販
売
さ
れ
た
子
牛
１
頭
当
た
り

１
万
円
を
支
給
す
る
。
2
1
0
0
頭
、
農
家

数
を
1
7
5
戸
で
、
2
1
0
0
万
円
を
見
込

ん
で
い
る
。

肥
育
農
家
に
、
令
和
５
年
１
月
時
点
の
家

畜
飼
養
頭
数
調
査
に
よ
る
12
か
月
齢
未
満
の

頭
数
に
応
じ
、
１
頭
当
た
り
5
0
0
0
円
を

支
援
す
る
。
頭
数
総
数
を
7
4
4
頭
、
農
家

数
10
戸
で
、
3
4
0
万
円
を
見
込
ん
で
い
る
。

酪
農
家
に
対
し
て
は
、
令
和
５
年
中
、
１

月
か
ら
12
月
に
出
荷
さ
れ
た
生
乳
１
ト
ン

当
た
り
1
0
0
0
円
を
支
援
す
る
。
乳
量

総
数
を
1
6
0
0
ト
ン
、
農
家
数
５
戸
で
、

1
6
0
万
円
を
見
込
ん
で
い
る
。

総
額
で
2
6
0
0
万
円
に
な
る
。

■
本
会
議
に
お
け
る
採
決
の
結
果

全
会
一
致
で
可
決
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■
主
な
質
疑

森
山　
良
和 

議
員

森　
山　
「
教
育
日
本
一
」
の
考
え
は
ど

の
よ
う
に
示
さ
れ
て
い
る
の
か
。

市　
長　
学
力
向
上
は
も
ち
ろ
ん
、
豊
か

な
心
の
育
成
や
心
身
と
も
に
た
く
ま
し
い
生

き
る
力
の
育
成
、
社
会
教
育
や
文
化
、
ス
ポ

ー
ツ
を
含
め
た
あ
ら
ゆ
る
教
育
環
境
の
整
備

や
充
実
に
取
り
組
み
、「
教
育
日
本
一
」
の

ま
ち
を
目
指
し
た
い
。

森　
山　
「
夢
あ
る
伊
佐
」
の
た
め
に
失

敗
を
恐
れ
な
い
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
を
持
つ
と

決
意
さ
れ
て
い
る
。
施
政
方
針
で
反
映
さ
れ

て
い
る
の
か
。

市　
長　
毎
年
、
施
政
方
針
で
伝
え
て
い

る
。
施
政
方
針
で
示
し
た
６
つ
の
基
本
目
標

の
全
て
に
お
い
て
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
を
持

っ
て
取
り
組
む
よ
う
市
長
と
し
て
指
揮
監
督

し
て
い
く
。

森　
山　
１
期
４
年
間
の
総
仕
上
げ
と
し

て
、
公
約
に
沿
う
施
政
方
針
と
な
っ
た
の
か
。

市　
長　
市
長
に
就
任
し
て
か
ら
施
政
方

針
は
大
き
く
変
わ
っ
て
い
な
い
。
毎
年
の
課

題
に
対
し
自
分
が
行
動
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

解
決
で
き
る
も
の
は
解
決
し
て
い
き
た
い
と
、

３
年
３
か
月
間
し
っ
か
り
行
動
し
て
き
た
。

将
来
の
伊
佐
市
が
ど
う
あ
る
べ
き
か
を
考
え

な
が
ら
施
政
方
針
は
つ
く
っ
て
い
る
。

森　
山　
基
本
目
標
６
「
安
全
、
安
心
な

住
み
よ
い
ま
ち
」
の
「
将
来
を
見
据
え
た
公

共
交
通
体
系
の
整
備
」
に
つ
い
て
詳
細
を
。

地
域
振
興
課
長　
令
和
６
年
３
月
に
伊
佐

市
地
域
公
共
交
通
利
便
増
進
実
施
計
画
を
策

定
予
定
。
大
き
な
見
直
し
項
目
は
４
つ
。

１
．
市
内
路
線
バ
ス
羽
月
北
線
を
乗
合
タ
ク

シ
ー
運
行
へ
移
行
。

２
．
乗
合
タ
ク
シ
ー
を
バ
ス
停
で
の
乗
降
方

式
か
ら
ド
ア
・
ツ
ー
・
ド
ア
（
自
宅
前
か
ら

目
的
地
ま
で
）
へ
移
行
。

3
．
3
地
区
の
運
行
区
間
見
直
し
。

４
．
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
運
行
エ
リ
ア
を
16
か

ら
６
に
統
合
。

庵
下　
信
一 

議
員

庵　
下　
基
本
目
標
３
「
郷
土
を
愛
し
、

豊
か
な
心
を
育
む
ま
ち
」
の
中
で
活
用
す
る

と
記
さ
れ
て
い
る
「
教
育
版
マ
イ
ン
ク
ラ
フ

ト
」
と
は
。
ま
た
、
教
育
へ
の
効
果
は
。

学
校
教
育
課
長　
も
の
づ
く
り
ゲ
ー
ム
で

あ
る
マ
イ
ン
ク
ラ
フ
ト
を
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

教
育
、
情
報
教
育
、
協
働
的
な
学
び
の
教
材

と
し
て
使
用
で
き
る
よ
う
に
し
た
も
の
。
家

庭
で
ゲ
ー
ム
と
し
て
遊
ん
で
い
る
児
童
生
徒

も
多
く
、
遊
び
を
学
び
に
変
え
る
こ
と
で
高

い
意
欲
を
も
っ
て
主
体
的
に
学
習
に
取
り
組

む
こ
と
が
で
き
、
資
質
、
能
力
の
学
び
に
向

か
う
力
の
育
成
に
も
つ
な
が
る
。

庵　
下　
基
本
目
標
５
「
活
力
あ
る
産
業

と
賑
わ
い
の
あ
る
ま
ち
」
の
中
の
（
ア
）
ブ

ラ
ン
ド
化
を
推
進
し
て
い
く
と
あ
る
が
、
具

体
的
な
推
進
策
は
。（
イ
）
ジ
ビ
エ
等
の
普

及
啓
発
の
処
理
頭
数
の
目
標
は
。

農
政
課
長　
品
質
の
確
保
、
安
定
供
給
で

き
る
生
産
体
制
の
支
援
と
し
て
、
ネ
ギ
に
加

え
て
カ
ボ
チ
ャ
、
ゴ
ボ
ウ
、
ニ
ガ
ウ
リ
等
の

重
点
品
目
の
収
穫
機
や
調
整
機
な
ど
の
設
備

導
入
に
も
拡
大
。
併
せ
て
、
県
内
外
の
ふ
る

さ
と
会
や
物
販
イ
ベ
ン
ト
等
へ
の
参
加
に
よ

り
P
R
活
動
に
努
め
た
い
。

林
務
課
長　
令
和
６
年
度
の
処
理
目
標
は

イ
ノ
シ
シ
30
頭
、
シ
カ
60
頭
、
小
売
店
や
料

理
店
へ
の
販
売
、
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
へ

の
利
用
、
ペ
ッ
ト
フ
ー
ド
の
活
用
な
ど
、
ジ

ビ
エ
の
普
及
を
図
り
た
い
。

令和６年度　市長の施政方針について問う
第１回 定例会     ２月20日～３月21日

【６つの基本目標】
　１．笑顔で創る明るいまち	 ４．ともに支え合い、いきいきと暮らせるまち
　２．安心して子育てができるまち	 ５．活力ある産業と賑わいのあるまち
　３．郷土を愛し、豊かな心を育むまち	 ６．安全、安心な住みよいまち
※施政方針
各年度の市政運営にあたり、市長の基本的な考え方や予算案及び主要な施策について述べたもの。
内容については「広報いさ」4月1日号や市のホームページをご覧ください。
［伊佐市］→［議会・行政］→［行政・まちづくり等］→［施政方針］

令和６年度　市長の施政方針について問う
第１回 定例会     ２月20日～３月21日

【６つの基本目標】
　１．笑顔で創る明るいまち	 ４．ともに支え合い、いきいきと暮らせるまち
　２．安心して子育てができるまち	 ５．活力ある産業と賑わいのあるまち
　３．郷土を愛し、豊かな心を育むまち	 ６．安全、安心な住みよいまち
※施政方針
各年度の市政運営にあたり、市長の基本的な考え方や予算案及び主要な施策について述べたもの。
内容については「広報いさ」4月1日号や市のホームページをご覧ください。
［伊佐市］→［議会・行政］→［行政・まちづくり等］→［施政方針］

伊佐市地域公共交通利便増進実施計画に基づくのりあいタクシーの運行内容見直し案
旧

間区行運等アリエ等線路
羽月北線(市内)バス

平出水線
布計線
小川内線
川西線
西山線
田原線
高塚線

市山花北線
田中重留線
下手線

五色徳辺下線
山田徳辺線
湯之尾線
永池楠原線
野池小川添線

荒田線

新

北西(平出水・羽月北) 大口

北(山野) 大口

羽月駅前（北薩病院含）

東(田中・下手)

菱刈・西重留
・羽月駅前（北薩病院含）

南東(徳辺・湯之尾)

南(本城・永池)

南西(曽木・針持)

 
 
 
 
 

 
 

「西山野」から「大口」 
まで運行区間拡大 

「西太良駅」「針持」から 
「羽月駅前」まで運行区間拡大 

北薩病院への移動手段の
確保や「西重留」までの
運行区間拡大 

のりあいタクシー再編イメージ 

見直し案
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児童手当支給の拡充………3億5,900万円（国庫2/3、県1/6、市1/6）
〜令和5年度 令和6年度〜

0〜 2歳 1万5千円 1万5千円

第3子以降
3万円

3歳〜小学生 1万円
（第3子以降1万5千円 1万円

中学生 1万円 1万円

高校生 ― 1万円

所得制限 あり なし

がん患者ウイッグ（かつら）購入費助成事業……10万円（県1/2）

　抗がん剤による脱毛に対応するため、医療用かつらの購入費用の一部（2万円）を助成し、経済的及び精神的
負担を軽減するもの。

介護人材確保等支援事業……………………………620万円
　処遇改善加算等の対象となっていないケアマネージャーに対し処遇改善を行った事業所、介護福祉士実務者研
修、介護支援専門員実務研修、認知症介護実践者研修などの受講促進に取り組む介護事業所に対し補助を行うも
の。

物価高騰対策
①新たに住民税非課税となる世帯への給付……………1億2,500万円（全額国費）
　令和5年度の低所得者支援給付の対象となっておらず、かつ6年度に新たに住民税非課税または均等割のみ課
税となる世帯が対象。1世帯10万円給付。18歳以下のこども1人あたり5万円加算。
②定額減税しきれないと見込まれる方への調整給付…2億300万円（全額国費）
　住民税所得割課税世帯の定額減税（所得税3万円、個人住民税1万円）しきれないと見込まれる分を1万円単位
で支給。

令和６年度　重点事業

新庁舎建設事業………………………………………15億8,630万円
　昨年8月の臨時議会で可決された令和5 〜 8年度の継続費のうちの令和6年度分。

防災行政無線整備工事及び戸別受信機の購入……7億2,310万円
　市内全域・全世帯へ戸別受信機を無償貸し付け。自治会や個人の負担なし。

市長、市議会議員選挙（11月）……………………3,900万円

県知事選挙（7月） 　…………………………………1,800万円（全額県費）

当初予算額 198 億 6,600 万円（前年比 12.4％増）　　　　　　　　 平成20年度の伊佐市誕生以来最高額に

令和６年度予算
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一般会計
　市税を主な収入財源として、市の基本的な収入（歳入）と支出（歳出）を総合的に管理する会計

　令和６年度の一般会計当初予算額が過去最高となった主な要因は、新庁舎建設事業が本格化す
ること、防災行政無線の市全体への設置などの大型事業があるためです。財源不足を補うために、
財政調整基金※を10億466万7,000円、特定公有財産取得基金を3億5,504万円、それぞれ取り崩
します。

　市債（市の借金）は26億7,060万円（前年比15億6,050万円増）、公債費（過去にした借金の
返済）は18億9,801万円（前年比2,613万1,000円減）となります。

※財政調整基金とは、余裕のある年度に積み立てておき、災害などの不測の事態や大幅な税収減
などの財源不足、大型事業等に備える貯金。

令和６年度　新規事業

結婚新生活支援事業補助………………………600万円（国庫2/3、市1/3）
　夫婦ともに婚姻日において年齢が満39歳以下で世帯合計所得が500万円未満の世帯に、婚姻に伴う新生活開
始にかかる住宅取得・賃借、リフォーム、引越費用等を補助するもの。補助上限額は、夫婦ともに満29歳以下
は60万円、それ以外は30万円（※世帯所得算定には貸与型奨学金の年間返済額を控除できる）。

■議案への主な質疑

［福本議員］どちらかが再婚でも対象となるか。補助対象として何組を予定しているか。
［企画政策課長］再婚も対象となる。但し、補助を受けるために同一の男女が離婚・再婚するような場合
は対象外。29歳以下5組、39歳以下10組で600万円を計上した。国庫補助で、県とも協議した予算であり、
他市同様に予算の範囲内で事業を実施する予定。

地域産科出産での助成金………………………550万円

■議案への主な質疑
［今村議員］事業内容の詳細は。
［こども課長］市内外の住民を問わず、伊佐市内の産科で出産した方に出産助成金5万円を給付するもので、
110人分。近年の少子化の影響で市内産科医院での分娩数が激減しており、伊佐市医師会より、今後も産科
医院を存続していくためには市内で出産をすると何らかのインセンティブが働く仕組みが必要ではないか等
の提案があった。市としても保健課の地域産科医療体制確保事業と併せて、産科医院の安定した経営につな
げることを目的とし、何らかの対応が必要と判断した。

当初予算額 198 億 6,600 万円（前年比 12.4％増）　　　　　　　　 平成20年度の伊佐市誕生以来最高額に

令和６年度予算
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公営企業会計
　特別会計のうち原則として市税を収入財源とせず、独立採算制を採用し、民間企業と同様の経理を行うもの

水道事業会計
　給水戸数10,048戸、年間総給水量1,821,800㎥、一日平均給水量4,991㎥

　収益的収入　3億6,066万9,000円（前年比　　612万6,000円増）
　収益的支出　3億1,320万3,000円（前年比　1,203万7,000円減）
　資本的収入　1億1,641万6,000円（前年比　3,299万1,000円減）
　資本的支出　2億1,190万1,000円（前年比　4,514万7,000円減）

　資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額9,548万5,000円は、減債積立金5,000万円、過年度分損益勘
定留保資金3,960万6,000円及び当年度分消費税資本的収支調整額587万9,000円で補填する。

■議案への主な質疑
［委員］以前、一般質問で老朽管耐震化を1㎞行うのに1億円近くかかり、水道管の総延長は300㎞以上と
のことであったが、更新計画はどのようなかたちで整理されているのか。
［水道課長］水道管の総延長は377.5㎞。40年以上の管を老朽管としているが、水道管の寿命については
管の材質、使用状況、埋設場所の土質等によって異なるとされる。距離からして老朽管の更新は一気にはで
きないが、国が言うように病院や避難所など公共性の高い所を優先し、土質等の状況を見ながら更新場所を
選定する計画である。

農業集落排水事業
　排水戸数1,140戸、年間総排水量281,000㎥、1日平均排水量769㎥

　収益的収入　1億8,053万8,000円（前年比　482万5,000円増）　
　収益的支出　1億7,382万9,000円（前年比　105万9,000円減）
　資本的収入　　　　　　5,501万円（前年比　　64万5,000円増）
　資本的支出　1億　993万8,000円（前年比　692万6,000円減）

　資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額5,492万8,000円は、過年度分損益勘定留保資金3,081万
7,000円、当年度分消費税資本的収支調整額86万1,000円及び当年度分損益勘定留保資金2,325万円で補填する。
一般会計から補助を受ける金額は848万7,000円。

■議案への主な質疑
［委員］資本的支出の処理場建設改良費554万1,000円のうち、機能強化計画策定業務の内容は。
［建設課長］平出水地区が更新時期に来ており、今後維持管理費がかからないようなかたちで計画していく
ために、検討するもの。

令和６年度予算
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特別会計
　特定の事業を行う場合または保険料等の特定の収入で事業を行う場合に、経理を他の会計と区別するもの

国民健康保険事業会計……35億3,720万円（前年比7,530万円減）

■議案への主な質疑
［委員］今後、保険料はどうなるのか。
［税務課長］国民健康保険事業は保険税だけでは県への納付金をまかなうことができず、法定外繰入金（赤
字補填）を3,300万円（前年度比約15.4% 減）計上している。しかし、県からは令和10年度までに赤字を
解消し法定外繰入をやめるよう指導されている。6年度は税率は上げず、まず税務課として収納率を上げる
べく研修等を行っている。税率に関してはまた協議をしながら考えていきたい。

［委員］国保事業の今後の見通しは。
［健康保険係長］被保険者の年齢層や所得から考えて、国保制度はそもそも厳しい状況。伊佐市も人数は減
っているが一人当たりの医療費は上がっており、今後は厳しくなっていくのではないか。収納率を上げ、保
健事業により医療費を削減する取り組みが重要と考える。

介護保険事業会計…………30億8,170万円（前年比1億3,380万円減）

■議案への主な質疑
［委員］予算そのものではないが、6年度より訪問介護の基本報酬引き下げが予定されており、移動に時間
のかかる過疎地では採算が取れず撤退する事業所が出ることも考えられる。伊佐市の状況は。
［介護保険係長］訪問介護事業所は県が指定するもので、市には詳細な現状の報告は来ていないが、今のと
ころ縮小等の見込みはない。

介護サービス事業会計……1,720万円（前年比70万円増）
　大口・菱刈両包括支援センターが行う介護予防サービスのマネジメントなどの事業

後期高齢者医療会計………4億9,300万円（前年比540万円増）

■議案への主な質疑
［委員］令和5年と6年の被保険者数は。保険料算定の根拠は。
［健康保険係長］それぞれ2月1日現在で5年が5,676人、6年が5,695人。
［税務課長］後期高齢者医療の制度運営は鹿児島県の後期高齢者医療の広域連合会が行っている。市町村は
窓口業務や保険料の徴収を行い、保険料の決定は県の試算で広域連合が行う。

令和６年度予算
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市
議
会
で
は
20
年
運
転
延
長
に
反
対
す
る

べ
き
で
あ
る
。

反　
対　
緒
方　
重
則
議
員

鹿
児
島
県
議
会
及
び
地
元
で
あ
る
薩
摩
川

内
市
議
会
に
お
い
て
延
長
賛
成
を
示
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
判
断
を
尊
重
す
べ
き

と
考
え
る
。

賛　
成　
庵
下　
信
一
議
員

東
京
電
力
福
島
第
一
原
発
事
故
を
教
訓
に

「
原
発
へ
の
依
存
度
を
可
能
な
限
り
低
減
す

る
こ
と
」
を
原
子
力
政
策
の
大
原
則
に
掲
げ

て
き
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
川
内
原
発
の
20

年
運
転
延
長
が
認
可
さ
れ
た
。
認
可
後
ま
も

な
く
発
生
し
た
能
登
半
島
地
震
の
被
害
状
況

を
受
け
て
、
今
後
発
生
す
る
地
震
が
原
発
に

及
ぼ
す
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
中
、
議
論
も
尽

く
さ
れ
ず
20
年
の
運
転
延
長
を
認
め
る
こ
と

は
、
あ
ま
り
に
も
拙
速
で
あ
る
。

賛　
成　
遠
矢　
寿
子
議
員

幾
度
大
震
災
に
見
舞
わ
れ
れ
ば
、
私
た
ち

は
「
地
震
国
日
本
で
原
発
は
無
理
だ
、
も
う

や
め
よ
う
」
と
言
え
る
の
か
。
東
日
本
大
震

災
と
能
登
半
島
地
震
で
は
ま
だ
足
り
な
い
の

か
。
市
民
の
命
と
生
活
、
か
け
が
え
の
な
い

故
郷
を
守
る
た
め
賛
成
す
る
。

■
本
会
議
に
お
け
る
採
決
の
結
果

　
賛
成
少
数
で
不
採
択

（
賛
成
７
）
村
岡
・
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野
・
遠
矢
・
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・

畑
中
・
柿
木
原
・
福
本
議
員

（
反
対
８
）
竹
原
・
武
本
・
岩
元
・
森
山
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今
村
・
緒
方
・
前
田
・
久
保
議
員
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伊佐市大口 

茅野 博 受 理 

年 月 日 
令 和６年２月 2 6 日 

件  名 川内原発 20 年延長に関する陳情書 
付 託 

委員会 
総務産業 

〈陳情の趣旨〉 

 陳情の趣旨 

 １．原発事故の脅威が、あらためて能登半島地震で明らかになりました。川内原発の基準地震動 687

ガルを超える震度６弱以上の地震が起きないという完全な保証がない限り、川内原発の 20 年運転

延長に反対する決議を上げてください。 

 ２．以上の決議に基づき、鹿児島県、薩摩川内市、九州電力、原子力規制委員会へ、20 年延長に関す

る各種決定の白紙撤回を求めてください。 

 

 陳情の理由 

 １．2024 年１月１日、能登半島で大規模地震が発生しました。マグニチュード 7.6、震度７、活断層

がおよそ 150 ㎞以上にわたって連動したとされます。能登半島には北陸電力志賀原発があります

が、北陸電力はそのような活断層の存在は把握していなかったし、原発の耐震設計にも反映され

ていませんでした。 

 ２．志賀原発では震度５を観測しました。２系統の外部電源を喪失するなど重大な事故となりました

が、同原発が運転停止中であったことが幸いでした。2023 年３月、この志賀原発の活断層に問題

なしと規制委員会は判断しています。地震の１カ月前の 11 月 28 日には、経団連の戸倉会長がこ

の原発をわざわざ訪ね、「早期の再稼働を期待したい」と発言し、圧力をかけていました。まさに

再稼働目前でした。志賀原発は沸騰水型原子炉で、70 気圧、280 度の水が循環します。配管には

何トンもの荷重がかかっています。地震の揺れで少しでもひび割れができたなら、一気に水が噴

き出して大規模に破断してメルトダウン。大惨事に至ったでしょう。 

 ３．もう一つの幸運は、1993 年に国の要対策重要電源に指定され、2014 年に運転開始予定だった珠洲

原発が稼働しなかったことです。2003 年に住民の反対運動によって白紙になりました。震度７の

揺れと、４メートルの隆起を記録した珠洲市の珠洲原発が稼働していたなら、大惨事は免れませ

んでした。日本は破滅に至ったでしょう。福島原発事故の放射能の８～９割が偏西風で太平洋に

向かいました。日本の西側に位置する珠洲原発の放射能は、東京まで十数時間で到達し、中部以

北の日本中の陸地を覆ったでしょう。 

 ４．今回の大地震では、60 カ所のがけ崩れ、無数の倒壊家屋によって道路は寸断され、多くの集落が

孤立しました。川内原発の避難計画が絵に描いた餅に過ぎないことを白日の下にさらしました。 

 ５．川内原発近傍には、国の地震調査委員会がマグニチュード 7.5 の地震が起こると評価する甑断層、

甑海峡中央断層の存在が明らかになっています。同委員会は、この断層が川内原発直近に伸びる

可能性も指摘しています。熊本大学の田中均名誉教授は川内原発近傍に中央構造線活断層帯の存

在を証明しています。 

 ６．国土交通省国土技術政策総合研究所は震度と最大加速度の概略の対応表を作っています。それに

よると、震度４が 40～110 ガル程度、震度５弱が 110～240 ガル程度、震度５強が 240～520 ガル

程度、震度６弱が 520～830 ガル程度、震度６強が 830～1500 ガル程度、震度７が 1500 ガル程度

以上と示されています。川内原発の基準地震動は 687 ガルです。川内原発を稼働するには川内原

発周辺の活断層を入念に調査し、震度６弱以上の地震が襲わないという確証が必要です。 

 ７．川内原発は、２号機があと２年余り、１号機があと７年余りで使用済み燃料プールの管理容量を

超えます。１、２号機のプールの共用で当座をしのぎますが、それでも、約６年で使用できなく

なります。完成が 26 回にわたり延期された六ケ所村の再処理工場への移送は絶望的で、最終的な

核のゴミ捨て場になりかねない川内原発敷地内乾式貯蔵庫を作るしかない状況です。間もなく表

に出てくるでしょう。 

 

 ８．多くの問題を抱える川内原発を、このままさらに 20 年稼働させて本当にいいのでしょうか。能登

半島地震を目の当たりにした今、川内原発が大地震に見舞われ、道路が寸断された中を住民が逃

げ惑う惨状は、今や絵空事ではありません。放射能は 30 キロ圏内にとどまるわけではありません。

あっという間に南九州３県は放射能に汚染されるでしょう。川内原発の 20 年延長は鹿児島県下全

市町村の存亡にかかわる問題です。 

   どうか、震度６弱以上の地震が襲わないという確証のないままの 20 年延長に反対してください。 
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２

令和５年度一般会計補正予算（第13号）
・補正額　６億1,379万8,000円を減額
・補正後の総予算額　198億2,887万1,000円
＜補正の概要＞国・県補助事業などの事業費確定による減額。国保会計への繰り出
しなど

――

３
令和５年度伊佐市国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号）
・補正額　892万6,000円追加。補正後の総予算額36億1,737万円
＜補正の概要＞諸支出金など追加の措置

――

４

令和５年度伊佐市介護保険事業特別会計補正予算（第４号）
・補正額　２億5,361万9,000円を減額　
・補正後の総予算額　30億7,632万3,000円
＜補正の概要＞保険給付費など減額　

――

５

令和５年度伊佐市介護サービス事業特別会計補正予算（第１号）
・補正額　56万8,000円を減額
・補正後の予算総額　1,593万2,000円
＜補正の概要＞介護予防計画作成経費の減額

――

６

令和５年度伊佐市後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号）
・補正額　78万9,000円を追加
・補正後の予算総額　４億9,002万円
＜補正の概要＞後期高齢者医療広域連合への保険料納付金の追加

――

₇

令和５年度伊佐市水道事業会計補正予算（第３号）
・補正額　
＜収益的収入及び支出＞収入において水道事業収益を526万6,000円減額し、支出に
おいて水道事業費用を1,552万円減額する。
＜資本的収入及び支出＞収入において資本的収入を50万円減額し、資本的支出を
935万7,000円減額する。
・補正後の総額
収益的収入　３億4,913万7,000円　収益的支出　３億892万8,000円　　
資本的収入　１億4,890万7,000円　資本的支出　２億4,789万円
＜その他＞資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額9,898万3,000円は減債積
立金、過年度分損益勘定留保資金及び当年度分消費税資本的収支調整額で補填する。

――

₈

令和５年度伊佐市農業集落排水事業会計補正予算（第３号）
・補正額
＜収益的収入及び支出＞　収入において農業集落排水収益に756万1,000円追加し、
支出において農業集落排水費用に130万3,000円追加する。
＜資本的収入及び支出＞　収入において資本的収入を1,000円減額し、支出において
資本的支出を809万8,000円減額
・補正後の総額
収益的収入　１億8,327万4,000円　収益的支出　１億7,554万1,000円
資本的収入　5,436万4,000円　資本的支出　１億908万7,000円
＜その他＞資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額5,472万3,000円は前年度
引継金、当年度分消費税資本的収支調整額及び当年度分損益勘定留保資金で補填する。

――

全会一致で可決した議案全会一致で可決した議案
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16

地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例の制定
について
概要　地方自治法一部改正に伴う引用条項のずれを整理し、会計年度任用職員に勤
勉手当を支給するため所要の改正を行うもの。
主な質疑　［畑中］　①会計年度任用職員（非常勤公務員）の勤勉手当について昨
年４月26日に法改正、５月８日付けで総務大臣から通知があり、６月議会で条例改
正はいつ行うかと一般質問していたが、12月議会に提案と考えているとの答弁だ
った。今議会となった理由は。②期末手当と同様に、月額給与の抑制とならないか。
支給額について、正規職員と同率の2.5月か。
　［総務課長］　①会計年度任用職員の勤勉手当支給には予算を伴うため、予算と
あわせて今定例会提案となった。②勤務時間の抑制や減額となるようなことはない。
会計年度任用職員制度発足当時に精査をし、支給額は再任用職員の支給月数を参考
に1.25月とする。

――

17

伊佐市営住宅条例等の一部を改正する条例の制定について
概要　市営住宅等の家賃等の滞納整理を円滑に行うため、債権の放棄に関する基準
を定めるほか、所要の改正を行うもの。
主な質疑　［森山］　条例制定に至った経緯、内容の説明を。
　［建設課長］　住宅使用料滞納者の中で回収困難な事案が長年累積されていたた
め。他自治体等を参考にし、改正内容は債権の放棄の条文を追加している。

総務産業

18

伊佐市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定について
概要　55歳以上の高齢層職員の昇給基準を見直し、勤務成績が特に良好である場合
に限り昇給を行うもの。
主な質疑　［委員］　現在、55歳以上は昇給停止か。
［総務課長］　停止ではない。上がっている。
［委員］　昇給がない場合もあるということか。
［総務課長］　ない場合もある。
［委員］　判断基準、評価の仕方はどうなるのか。
［総務課長］　現在行っている人事評価に基づいて実施していく。

総務産業

19

伊佐市職員等の旅費に関する条例の一部を改正する条例の制定について
概要　市長、副市長及び教育長並びに職員の宿泊料及び食卓料を同額とし、日当を
支給しない措置を引き続き１年（令和７年３月31日まで）延長するもの（宿泊料：
一律で県外13,000円・県内9,800円、食卓料：一律2,200円）。

――

20
伊佐市手数料条例の一部を改正する条例の制定について
概要　地方公共団体の手数料の標準に関する政令の一部改正に伴い、所要の改正を
行うもの。

――



伊佐市議会だより　2024 年（令和６年）第 62号 12

議案番号 件名・概要 審査委員会

21

伊佐市介護保険条例の一部を改正する条例の制定について
概要　第９期介護保険事業計画期間における65歳以上の第１号保険者の保険料の改
定及び介護保険法施行令の一部改正に伴い、保険料率の区分を９段階から13段階へ
変更するもの。
主な質疑　［委員］　保険料は所得の多い人が上がるとの理解でよいか。
［長寿介護課長］　保険料区分はこれまで９段階で設定されていたが、今回の政令
改正で13段階となり、基準額に加算される所得の多い層は４段階増やされている。
所得の低い方は年額で860円または870円減額となる一方、所得の多い層の方は年額
で１万1,640円～４万740円の負担増になる。基準額（月額4,850円）は据え置く。
［委員］　介護保険基金の取り崩しについて。
［長寿介護課長］　過去最大の２億6,700万円取り崩す。これまで同様、県内で最も
安い保険料水準となる見込み。今後、65歳以上の被保険者は減る一方、介護が必要
になり介護保険を使う75歳以上の方々は増え、給付が増える結果、一人ひとりの負
担額である保険料は上がっていく。しかし、今の経済状況に鑑み高齢者の負担をな
るべく抑えるために基金を取り崩す。
［委員］　75歳以上が増えていくが、今後の施策は。
［長寿介護課長］　いつまでも生き生きと、自分の能力に応じた生活ができるため
には介護予防が重要。包括支援センターが中心になり介護予防事業を展開中。今後
はデータに基づき保健課と一体となって介護予防事業を行っていく。
　※介護保険料の金額等については６月か７月の「広報いさ」で税務課からお知ら
せの予定。

文教厚生

22

伊佐市体育施設の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制定について
概要　総合体育館の照明施設の機器変更（水銀灯から LEDへ）に伴い、照明施設の
使用区分と使用料を変更するもの。
従来：半面300円、全面600円➡半面200円、全面400円に値下げ。

文教厚生

23

伊佐市老人介護手当支給条例の一部を改正する条例の制定について
概要　寝たきりや重度認知症の65歳以上の方を、６か月以上同居またはこれに準ず
る状態で在宅にて介護している場合に支給される老人介護手当（支給決定した翌月
分から月に１万円、年に２回支給）の支給要件を変更するもの。
介護期間：従来６か月➡３か月に短縮。
主な質疑　［委員］　在宅で介護を始めた時点に遡っての支給ではないのか。
［高齢福祉係長］　介護開始から３か月を過ぎてからの申請となり、支給決定した
翌月からが支給の対象。遡っての支給はない。

文教厚生

24

伊佐市重度心身障害者医療費助成条例の一部を改正する条例の制定について
概要　鹿児島県の重度心身障害者医療費助成制度の変更に伴い、支給方法を自動償
還払い（助成金交付申請書を提出しなくても、後日指定された口座に自動的に振り
込まれる）に変更し、受給対象を拡大する（精神障害者保健福祉手帳１級所持者の
通院のみ）もの。
主な質疑　［委員］　附則で７月１日から施行とされている理由は。
［福祉課長］　７月受診から対象になるとの通達を県から受け、県下統一された施
行日となっている。

文教厚生
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25
伊佐市水道事業給水条例の一部を改正する条例の制定について
概要　水道法の一部改正に伴い、水道事業行政における国の所管が厚生労働省から
国土交通省へ移管されるため、所要の改正を行うもの。

――

26
伊佐市消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例の制定について
概要　非常勤消防団員等に係る損害補償の基準を定める政令の一部改正に伴い、消
防団員の保証基礎額等を変更するため、所要の改正を行うもの。

――

27

伊佐市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条
例の一部を改正する条例の制定について
概要　特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準の一部改正
に伴い、施設の重要事項説明の掲示方法を見直すほか、所要の改正を行うもの。

――

28

伊佐市行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律に
基づく個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部を改正する条例
の制定について
概要　行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律の
一部改正に伴い、字句の整理をするもの。

――

29
伊佐市空家等の適正管理に関する条例の一部を改正する条例の制定について
概要　空家等対策の推進に関する特別措置法の一部改正に伴い、引用条項のずれを
整理するほか、所要の改正を行うもの。

――

30

伊佐市鹿児島県立大口高等学校活性化基金条例を廃止する条例の制定について
概要　大口高等学校活性化事業の見直しに伴い、本条例を廃止するもの。
主な質疑　［森山］　①条例廃止に向けて行われた協議内容は。②条例廃止後の活
性化策は。
　［教育総務課長］　①平成26年度制定の基金条例で、活性化策の中心は大学進学
奨励金。奨励金事業が令和４年度をもって終了したことから、事業の原資である基
金条例を廃止する。条例廃止に向けた協議は特に行っていない。②大口高校に特化
した活性化策については令和４年度をもって終了。引き続き、大口高校も含め伊佐
農林高校、大口明光学園の市内３高校とそれぞれ連携を取りながら活性化策を推進
している。新たな支援策についても協議を継続している。

文教厚生

発委１
伊佐市議会委員会条例の一部を改正する条例の制定について
概要　伊佐市課設置条例の一部改正に伴い、所要の改正を行うもの。 ――
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般
質
問

“
市
政
を
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う
”
　
　

　
10
人
が
一
般
質
問

伊佐市議会だより　2024 年（令和６年）第 62号 14

問 

震
度
７
の
能
登
半
島
地

震
で
は
壊
滅
的
な
打
撃
を
受

け
、
2
5
0
人
余
り
の
方
々

が
犠
牲
と
な
っ
た
。
こ
の
こ

と
に
よ
る
本
市
の
対
応
策
は
。

①
職
員
を
派
遣
し
な
い
の
か
。

②
救
援
物
資
は
。
③
本
市
で

で
き
る
支
援
は
。
④
水
道
管

の
復
旧
が
遅
れ
て
い
る
。
本

市
の
水
道
の
状
況
は
。
⑤
市

内
の
避
難
所
の
耐
震
性
は
。

⑥
避
難
所
の
備
蓄
品
の
状
況

は
。
⑦
高
齢
者
の
避
難
時
の

対
応
は
。
⑧
地
元
消
防
団
員

の
活
躍
が
目
立
っ
た
。
本
市

の
消
防
団
員
の
確
保
状
況
は
。

⑨
隣
近
所
の
方
々
に
よ
る
救

出
活
動
で
命
が
救
わ
れ
た
と

あ
っ
た
。
自
助
、
共
助
を
ど

う
考
察
す
る
か
。
⑩
人
吉
や

水
俣
、
出
水
な
ど
の
活
断
層

が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
地
震

の
可
能
性
が
あ
る
と
指
摘
さ

れ
て
い
る
。
防
災
計
画
を
見

直
す
べ
き
で
は
。

答 

①
派
遣
要
請
が
あ
れ
ば

県
と
連
携
し
派
遣
す
る
。
②

救
援
物
資
な
ど
を
送
る
計
画

は
な
い
。
③
義
援
金
を
最
優

先
す
る
。
④
40
年
以
上
経
過

し
た
管
は
全
体
の
約
30
％
で

あ
り
、
現
在
は
耐
震
化
を
含

め
更
新
し
て
い
る
。
⑤
耐
震

性
が
な
い
避
難
所
が
３
か
所

あ
る
。
⑥
女
性
や
妊
産
婦
、

乳
幼
児
向
け
用
品
は
衛
生
上

備
蓄
し
て
い
な
い
が
非
常
食

は
備
蓄
し
て
あ
る
。
⑦
支
援

が
必
要
な
方
に
つ
い
て
、
個

別
避
難
計
画
を
作
成
し
て
い

る
。
⑧
団
員
確
保
が
難
し
い
。

Ｏ
Ｂ
隊
結
成
を
検
討
。
⑨
防

災
の
基
本
で
あ
る
。
⑩
南
海

ト
ラ
フ
地
震
防
災
対
策
推
進

計
画
を
策
定
し
て
い
る
。

子
ど
も
医
療
費
窓
口
負
担

ゼ
ロ
の
実
現
に
向
け
て

問 

子
ど
も
医
療
費
窓
口
負

担
ゼ
ロ
の
実
現
に
向
け
て
塩

田
知
事
に
要
望
し
た
。
そ
の

後
の
記
者
会
見
で
は
窓
口
負

担
ゼ
ロ
を
課
税
世
帯
ま
で
検

討
す
る
と
あ
っ
た
。
市
長
の

見
解
は
。

答 

今
回
の
窓
口
負
担
ゼ
ロ

は
評
価
す
る
。
小
中
学
生
は

含
ま
れ
て
い
な
い
が
、
県
の

状
況
を
見
極
め
な
が
ら
、
市

の
子
育
て
支
援
策
を
模
索
し

て
い
く
。

問 

障
害
者
手
帳
を
提
示
す

る
こ
と
で
減
免
や
割
引
及
び

使
用
料
の
免
除
が
受
け
ら
れ

る
公
共
施
設
等
に
は
ど
の
よ

う
な
も
の
が
あ
る
の
か
。

答 

市
内
に
居
住
す
る
障
が

い
者
等
で
構
成
さ
れ
る
団
体

等
が
使
用
す
る
場
合
、
市
内

の
体
育
施
設
な
ど
20
施
設
の

ほ
か
、
伊
佐
市
菱
刈
カ
ヌ
ー

競
技
場
、
十
曽
青
少
年
旅
行

村
等
が
全
額
免
除
と
な
っ
て

い
る
。
ま
た
、
障
害
者
手
帳

を
所
持
す
る
個
人
が
利
用
す

る
施
設
等
に
つ
い
て
は
、
ま

ご
し
温
泉
と
高
熊
荘
で
減
免

が
受
け
ら
れ
る
。

問 

障
害
者
手
帳
を
持
ち
歩

く
こ
と
が
面
倒
と
思
う
人
の

た
め
に
、
障
害
者
手
帳
ア
プ

リ
「
ミ
ラ
イ
ロ
Ｉ
Ｄ
」
と
い

う
電
子
版
の
障
害
者
手
帳
が

あ
る
。
従
来
の
障
害
者
手
帳

の
よ
う
に
、
破
損
し
た
り
紛

失
す
る
こ
と
も
な
い
。
使
い

方
は
従
来
の
障
害
者
手
帳
と

同
じ
で
、「
ミ
ラ
イ
ロ
Ｉ
Ｄ
」

が
使
え
る
各
種
公
共
交
通
機

関
や
施
設
等
で
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
の
「
ミ
ラ
イ
ロ
Ｉ
Ｄ
」

の
画
面
を
提
示
す
れ
ば
、
サ

ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
。「
ミ

ラ
イ
ロ
Ｉ
Ｄ
」
を
導
入
し
て

は
ど
う
か
。

答 

活
用
で
き
る
施
設
、
店

舗
等
の
状
況
や
、
個
人
情
報

等
の
安
全
性
な
ど
を
研
究
す

る
。
周
知
や
導
入
に
つ
い
て

は
今
後
、
検
討
す
る
。

災
害
時
の
断
水
対
策
に
つ

い
て

問 

地
震
な
ど
の
緊
急
を
要

す
る
災
害
に
備
え
て
、
水
道

管
を
含
む
水
道
施
設
の
断
水

対
策
と
、
耐
震
化
計
画
に
つ

い
て
伺
う
。

答 

施
設
の
耐
震
化
は
施
設

の
更
新
時
に
行
う
こ
と
を
基

本
と
す
る
。
導
水
管
や
送
水

管
及
び
配
水
管
の
管
路
は
、

老
朽
化
が
著
し
く
重
要
度
の

高
い
も
の
を
計
画
的
に
更
新

す
る
予
防
保
全
と
、
逐
次
修

繕
等
を
行
う
事
後
保
全
を
組

み
合
わ
せ
て
行
う
。
耐
震
化

も
老
朽
化
対
策
と
同
時
に
す

る
こ
と
を
計
画
し
て
い
る
。

能
登
半
島
地
震
の
教
訓

に
よ
る
本
市
の
対
策
は

市
長
／
地
域
防
災
計
画
書
の
見
直
し

を
行
っ
て
い
る

福
本　
千
枝
子 

議
員 

自
治
会
減
少
は
、
地
域

の
絆
を
危
機
に
！

市
長
／
自
治
会
の
重
要
性
と
状
況
に

適
切
に
対
応
！庵下　

信
一 

議
員 

デジタル障害者手帳の
導入を
市長／周知や導入は検討する

武本　進一 議員 

ミライロＩＤ

備蓄品の一部
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“
市
政
を
問
う
”
　
　

　
10
人
が
一
般
質
問

一
般
質
問

問 

交
通
弱
者
と
聞
く
と
き
、

私
た
ち
は
一
般
的
に
自
動
車

免
許
を
返
納
し
た
高
齢
者
、

ま
た
は
自
家
用
車
の
運
転
が

で
き
な
く
な
っ
た
高
齢
者
を

イ
メ
ー
ジ
す
る
。
し
か
し
交

通
弱
者
は
高
齢
者
に
限
っ
た

問
題
で
は
な
い
。
例
え
ば
自

動
車
免
許
を
持
た
な
い
若
者
、

ま
た
車
を
複
数
台
所
有
し
な

い
、
あ
る
い
は
で
き
な
い
若

年
者
家
族
も
交
通
弱
者
と
言

え
る
。
こ
の
よ
う
な
交
通
弱

者
と
呼
ば
れ
る
若
い
世
代
の

方
々
に
つ
い
て
の
現
状
に
つ

い
て
、
現
状
の
認
識
を
伺
う
。

答 
数
値
に
つ
い
て
は
把
握

し
て
い
な
い
が
、
公
共
交
通

機
関
を
利
用
さ
れ
た
方
の
意

見
な
ど
か
ら
、
一
定
数
の
方

が
お
ら
れ
る
と
認
識
し
て
い

る
。問 

現
在
、
高
齢
者
に
行
っ

て
い
る
福
祉
タ
ク
シ
ー
券
の

よ
う
な
支
援
は
考
え
ら
れ
な

い
か
。

答 

伊
佐
市
地
域
公
共
交
通

利
便
増
進
実
施
計
画
を
策
定

中
で
あ
り
、
一
般
的
に
交
通

弱
者
と
言
わ
れ
る
、
免
許
を

持
た
な
い
子
ど
も
か
ら
高
齢

者
ま
で
の
方
々
が
利
用
し
や

す
い
公
共
交
通
体
系
の
構
築

に
努
め
る
。
タ
ク
シ
ー
券
の

支
給
に
つ
い
て
は
、
現
在
検

討
は
し
て
い
な
い
。

児
童
生
徒
名
札
着
用
に
つ

い
て

問 

小
中
学
生
の
登
下
校
時

の
名
札
の
着
用
に
つ
い
て
、

防
犯
対
策
の
観
点
か
ら
現
状

認
識
を
伺
う
。

答 

防
犯
対
策
と
し
て
、
登

下
校
時
の
名
札
の
着
用
を
禁

止
し
て
い
る
学
校
が
現
在
４

校
あ
る
。

問 

全
て
の
小
中
学
校
に
お

い
て
防
犯
対
策
上
、
対
応
が

必
要
だ
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答 

管
理
職
研
修
会
等
で
、

防
犯
対
策
の
観
点
か
ら
登
下

校
中
の
名
札
の
使
用
に
つ
い

て
検
討
し
て
い
く
よ
う
に
、

今
後
お
願
い
し
て
い
く
。

問 

平
成
20
年
の
合
併
以
降

の
自
治
会
解
散
数
と
存
続
数
、

割
合
、
自
治
会
加
入
率
は
。

答 

平
成
20
年
度
以
降
、
令

和
５
年
12
月
ま
で
に
解
散
及

び
消
滅
し
た
自
治
会
は
５
自

治
会
。
休
止
状
態
の
自
治
会

が
３
自
治
会
。
合
併
に
よ
り

14
自
治
会
が
減
少
し
、
存
続

し
て
い
る
自
治
会
は
2
5
9

で
設
立
割
合
は
92
．
2
％
。

自
治
会
加
入
率
は
77
．
9
％

で
あ
る
。

問 

自
治
会
が
存
在
し
な
い

地
域
の
問
題
点
は
様
々
指
摘

さ
れ
て
い
る
。
な
か
で
も
防

犯
防
災
の
協
力
が
希
薄
に
な

る
こ
と
で
、
災
害
リ
ス
ク
の

増
加
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

自
治
会
と
そ
の
役
割
・
機
能

を
ど
の
よ
う
に
維
持
し
て
い

く
の
か
。

答 

移
住
・
住
み
替
え
促
進

事
業
を
実
施
し
小
規
模
集
落

に
居
住
さ
れ
る
方
に
補
助
金

加
算
を
行
う
な
ど
、
空
き
家

バ
ン
ク
を
通
し
て
過
疎
地
対

策
を
講
じ
て
い
る
。
ま
た
、

広
報
紙
に
自
治
会
加
入
促
進

の
記
事
を
掲
載
し
た
り
地
域

お
こ
し
協
力
隊
事
業
を
積
極

的
に
活
用
し
て
、
自
治
会
の

維
持
に
寄
与
で
き
る
取
組
を

実
施
し
て
い
き
た
い
。

入
札
告
示
前
の
市
民
説
明

会
こ
そ
丁
寧
な
説
明
を
！

問 

新
庁
舎
の
実
施
設
計
完

了
後
、
説
明
会
を
開
催
す
る

と
の
こ
れ
ま
で
の
答
弁
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
市
民
説
明
会

の
前
に
一
般
競
争
入
札
の
公

告
を
出
さ
れ
た
理
由
は
。

答 

新
築
の
み
の
建
築
工
事

よ
り
も
複
雑
で
工
事
期
間
も

複
数
年
度
に
わ
た
る
。
事
業

者
が
共
同
事
業
体
へ
の
参
加

を
判
断
す
る
た
め
の
期
間
も

考
慮
し
、
早
め
に
公
告
を
行

う
必
要
が
あ
る
と
判
断
し
た
。

問 

公
告
で
示
さ
れ
た

36
億
7
0
0
0
万
円
の
詳
細

内
容
は
。

答 

入
札
談
合
等
勧
誘
行
為

の
排
除
及
び
防
止
並
び
に
職

員
に
よ
る
入
札
等
の
公
正
を

害
す
べ
き
行
為
の
処
罰
に
関

す
る
法
律
に
ど
こ
ま
で
が
抵

触
し
な
い
内
容
と
な
る
の
か

判
断
で
き
か
ね
る
こ
と
、
ま

た
公
告
期
間
中
で
も
あ
る
こ

と
か
ら
詳
細
な
内
容
の
説
明

は
控
え
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

・
大
谷
翔
平
選
手
か
ら
寄
贈

さ
れ
た
野
球
グ
ロ
ー
ブ
の
意

義
と
活
用
に
つ
い
て

自
治
会
減
少
は
、
地
域

の
絆
を
危
機
に
！

市
長
／
自
治
会
の
重
要
性
と
状
況
に

適
切
に
対
応
！庵下　

信
一 

議
員 

若者の交通弱者へも
支援を
市長／公共交通体系の構築に努める

星野　元興 議員 
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問 

伊
佐
産
品
の
ブ
ラ
ン
ド

化
を
推
進
す
る
産
品
名
は
何

か
。
現
在
の
生
産
量
、
生
産

額
に
対
し
て
売
上
目
標
と
海

外
輸
出
の
検
討
は
。

答 
現
状
の
生
産
面
積
を
維

持
し
つ
つ
、
反
収
を
向
上
さ

せ
る
。
米
は
、
県
が
示
す
生

産
の
目
安
を
基
本
と
し
て
、

生
産
水
準
を
維
持
し
つ
つ
、

県
内
一
の
生
産
量
、
良
食
味

で
あ
る
伊
佐
米
の
地
位
を
保

持
し
て
い
く
。
他
の
農
畜
産

物
に
つ
い
て
も
、
産
地
化
や

ブ
ラ
ン
ド
化
を
推
進
し
て
い

く
。問 

ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
を

量
販
店
で
自
費
購
入
し
鳥
獣

被
害
対
策
を
さ
れ
て
い
る
農

家
へ
の
対
応
は
。
ま
た
、
高

齢
化
が
進
む
中
山
間
地
域
で

は
、
耕
作
放
棄
地
を
増
や
す

よ
り
田
畑
を
森
に
返
そ
う
と

い
う
自
治
会
も
出
て
き
て
い

る
。
木
材
生
産
で
将
来
収
入

を
見
込
む
考
え
も
、
持
続
可

能
な
地
域
づ
く
り
と
し
て
有

効
な
考
え
方
で
は
な
い
か
。

答 

農
家
支
援
に
つ
い
て
、

現
状
・
現
場
の
状
況
を
把
握

し
た
上
で
、
ど
う
い
う
手
当

て
が
本
当
に
必
要
な
の
か
と

い
う
の
を
前
向
き
に
検
討
し

て
い
く
。
農
業
振
興
と
林
業

経
営
の
両
面
を
検
討
し
た
上

で
の
対
応
と
な
る
。
令
和
６

年
度
末
の
公
告
に
向
け
、
地

域
計
画
の
策
定
中
で
あ
り
、

現
状
・
現
地
確
認
を
行
い
な

が
ら
、
残
す
農
地
、
そ
う
で

な
い
農
地
の
線
引
き
が
、
そ

の
地
域
で
話
合
い
に
よ
っ
て

ま
と
ま
れ
ば
、
そ
う
い
っ
た

方
向
性
も
可
能
と
し
て
あ
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

・
ジ
ビ
エ
等
の
普
及
啓
発
の

取
組
の
具
体
策
は

・
地
元
企
業
の
従
業
員
確
保

の
現
状
と
具
体
的
な
支
援
策

は・
移
住
推
進
の
具
体
策
は

問 

庁
舎
建
設
の
市
民
説
明

会
が
終
わ
っ
た
が
、
ど
の
よ

う
な
感
触
を
持
っ
た
か
。

答 

参
加
し
た
市
民
に
は
工

事
後
の
新
し
い
建
物
に
つ
い

て
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
け

た
の
で
は
な
い
か
。

問 

市
民
か
ら
「
建
設
に
賛

成
。
し
っ
か
り
と
し
た
避
難

所
を
造
っ
て
ほ
し
い
」
と
の

発
言
が
あ
っ
た
が
、
改
修
後

の
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
は
避

難
所
に
な
ら
な
い
の
で
は
。

答 

現
時
点
で
は
避
難
所
に

な
る
予
定
は
な
い
。
救
援
物

資
等
の
集
積
場
所
、
救
援
部

隊
の
集
合
場
所
と
し
て
活
用

を
予
定
し
て
い
る
。

問 

現
庁
舎
解
体
の
予
定
と

費
用
は
。

答 

令
和
10
～
11
年
度
に
解

体
・
撤
去
を
予
定
し
て
い
る
。

設
計
費
用
を
除
く
工
事
費
の

概
算
は
２
億
1
0
0
0
万
円

程
度
を
見
込
ん
で
い
る
。
跡

地
利
用
に
つ
い
て
も
検
討
を

行
っ
て
い
る
。

防
災
・
減
災
に
つ
い
て

問 

震
災
・
水
害
で
市
が
想

定
し
て
い
る
最
悪
の
事
態
は

ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

答 

具
体
的
被
害
想
定
は
南

海
ト
ラ
フ
地
震
の
み
で
あ
る
。

最
大
震
度
６
弱
、
建
物
被
害

は
全
壊
・
焼
失
2
5
0
棟
、

半
壊
9
9
0
棟
。
人
的
被
害

は
負
傷
者
数
20
人
、
重
傷
者

数
10
人
と
想
定
さ
れ
て
い
る
。

問 

雑
魚
寝
の
避
難
所
を
望

む
市
民
は
い
な
い
。
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
と
安
全
確
保
の
た
め

に
、
室
内
用
テ
ン
ト
や
簡
易

ベ
ッ
ド
等
を
十
分
に
備
え
る

べ
き
で
は
な
い
か
。

答 

豪
雨
や
台
風
な
ど
に
よ

る
一
時
避
難
で
は
全
て
の
避

難
者
に
簡
易
ベ
ッ
ド
等
を
備

え
る
の
は
困
難
。
特
別
な
理

由
が
あ
る
場
合
を
除
い
て
現

行
の
や
り
方
で
進
め
て
い
き

た
い
。

問 

現
在
、
防
災
・
減
災
担

当
職
員
は
何
人
か
。
増
員
の

予
定
は
な
い
か
。

答 

総
務
課
交
通
消
防
防
災

係
と
し
て
平
常
時
は
職
員
３

人
。
災
害
予
防
期
や
対
応
期

に
は
そ
れ
ぞ
れ
割
り
振
ら
れ

て
い
る
職
員
の
配
置
体
制
を

取
り
災
害
対
応
を
行
っ
て
お

り
、
人
員
不
足
は
感
じ
て
い

な
い
。
現
在
の
と
こ
ろ
増
員

の
考
え
は
な
い
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

・
男
性
の
育
休
取
得
に
つ
い

て

「
施
政
方
針
」
伊
佐
産

品
の
ブ
ラ
ン
ド
化
と
は

市
長
／
地
域
イ
メ
ー
ジ
の
向
上
、
認

知
度
を
高
め
る岩

元　
努 

議
員 

改修後のふれあいセン
ターは避難所？
市長／避難所になる予定はない

遠矢　寿子 議員 

災
害
時
飲
料
水
確
保
対

策
は

市
長
／
自
衛
隊
へ
の
要
請
、
県
の
支

援
、
市
の
給
水
車
で

柿
木
原　
榮
一 

議
員 

重点野菜の生産量目標値　　　園芸産地活性化プランより

認証品目 R４年度現状値 R８年度目標値 比較
ネギ 423t 574t 151t増

カボチャ 443t 485t 42t増
ニガウリ 23t 40t 17t増
ゴボウ 73t 90t 17t増
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“
市
政
を
問
う
”
　
　

　
10
人
が
一
般
質
問

一
般
質
問

問 

１
月
18
日
公
告
の
一
般

競
争
入
札
36
億
7
0
0
0
万

円
は
ア
ト
リ
ウ
ム
解
体
、
ア

ス
ベ
ス
ト
工
事
、
新
庁
舎
建

設
、
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
の

大
規
模
改
修
を
含
む
の
か
。

説
明
会
で
基
本
計
画
、
土
地

取
得
、
そ
の
他
を
含
ん
だ
総

事
業
費
の
説
明
が
な
か
っ
た

が
な
ぜ
か
。

答 

第
Ⅱ
期
か
ら
第
Ⅳ
期

の
工
事
を
通
し
て
令
和

５
年
か
ら
８
年
度
ま
で

64
億
3
0
0
0
万
円
程
度
。

そ
の
中
で
建
築
工
事
、
機
械

設
備
工
事
、
電
気
設
備
工
事

と
工
事
の
種
別
に
よ
っ
て
分

離
し
て
発
注
す
る
。
総
事
業

費
の
説
明
は
説
明
会
の
資
料

に
掲
載
し
、
行
っ
て
い
る
。

問 

令
和
８
年
度
ま
で
に
庁

舎
が
完
成
し
な
け
れ
ば
合
推

進
債
が
使
え
ず
も
っ
と
費
用

が
か
か
る
こ
と
に
な
る
と
説

明
す
る
が
、
実
際
は
庁
舎
部

分
を
4
0
0
0
㎡
程
度
に
し
、

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
と
別
立

て
で
作
れ
ば
特
定
公
有
財
産

取
得
基
金
と
財
政
調
整
基
金

で
、
借
金
な
し
で
も
作
れ
る
。

地
方
自
治
の
本
旨
は
福
祉
の

増
進
で
あ
り
現
在
の
サ
ー
ビ

ス
を
維
持
す
れ
ば
良
い
と
い

う
も
の
で
は
な
い
。
福
祉
の

増
進
の
た
め
に
は
今
後
は
さ

ら
に
経
費
が
か
か
る
が
、
庁

舎
に
多
額
を
使
え
ば
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
は
望
め
な
く
な
る
。

こ
れ
ま
で
の
や
り
方
は
独
善

的
、
独
断
的
で
あ
る
。
市
民

の
意
見
を
聞
き
、
市
民
主
導

で
決
め
て
い
く
べ
き
で
は
な

い
の
か
。

答 

日
本
の
将
来
の
財
政
に

危
機
感
を
持
た
な
い
人
は
い

な
い
。
た
だ
、
長
年
の
伊
佐

の
財
政
の
担
当
者
、
行
政
、

議
会
が
頑
張
っ
て
き
た
成
果

と
し
て
今
の
財
政
状
況
が
あ

り
、
庁
舎
が
造
れ
る
と
い
う

根
拠
が
あ
る
。
福
祉
や
介
護

に
し
て
も
よ
そ
の
町
に
劣
ら

な
い
形
で
す
す
め
て
き
て
い

る
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

・
介
護
保
険
制
度
に
つ
い
て

・
生
活
道
路
改
修
に
つ
い
て

問 

災
害
時
、
ど
う
飲
料
水

を
確
保
す
る
の
か
。

答 

（
株
）
財
宝
と
災
害
時

に
お
け
る
物
資
供
給
に
関
す

る
協
定
を
締
結
し
て
い
る
。

ま
た
、
自
衛
隊
へ
の
災
害
派

遣
要
請
、
鹿
児
島
県
か
ら
の

支
援
や
市
水
道
課
の
給
水
車

に
よ
り
飲
料
水
を
確
保
し
た

い
と
計
画
し
て
い
る
。

問 

（
株
）
財
宝
か
ら
飲
料

水
の
提
供
が
ど
の
程
度
期
待

で
き
る
か
。

答 

協
定
書
に
は
、
具
体
的

な
物
資
調
達
の
数
量
等
は
明

記
し
て
い
な
い
が
、
市
が
要

請
す
る
物
資
・
数
量
・
規
格
、

引
き
渡
し
場
所
等
を
記
載
し

て
あ
る
。

問 

農
林
水
産
省
は
、
食
品

ス
ト
ッ
ク
ガ
イ
ド
で
、
最
低

限
、
飲
料
水
や
調
理
用
に
１

日
３
リ
ツ
ト
ル
の
備
蓄
を
呼

び
掛
け
て
い
る
。
約
50
年
前
、

旧
大
口
市
里
南
地
区
・
駅
南

地
区
の
協
力
を
も
ら
い
、
区

画
整
理
が
行
わ
れ
た
。
そ
の

時
、
移
転
で
井
戸
が
な
く
な

っ
て
い
る
。
飲
料
水
用
と
し

て
利
用
で
き
る
井
戸
が
ど
の

く
ら
い
あ
る
か
調
査
し
て
い

る
か
。

答 

調
査
し
て
い
な
い
。
現

時
点
で
も
行
う
予
定
も
な
い
。

問 

災
害
時
、
飲
料
水
が
不

足
す
る
。
区
画
整
理
の
地
域

の
公
園
４
か
所
に
ボ
―
リ
ン

グ
並
び
に
井
戸
は
で
き
な
い

か
。答 

災
害
時
に
お
け
る
井
戸

水
の
活
用
は
、
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
で
の
活
用
に
お
い
て

は
一
つ
の
有
効
手
段
と
考
え

ら
れ
る
が
、
飲
料
水
用
と
し

て
の
活
用
は
様
々
な
制
限
が

あ
る
の
で
、
新
た
な
井
戸
の

整
備
は
現
在
の
と
こ
ろ
考
え

て
い
な
い
。
井
戸
水
の
活
用

に
つ
い
て
は
、
昨
今
い
ろ
ん

な
報
道
等
も
さ
れ
て
い
る
の

で
、
今
後
防
災
計
画
書
に
盛

り
込
ん
で
い
く
べ
き
な
の
か
、

関
係
機
関
と
協
議
し
検
討
し

て
い
き
た
い
。

災
害
時
飲
料
水
確
保
対

策
は

市
長
／
自
衛
隊
へ
の
要
請
、
県
の
支

援
、
市
の
給
水
車
で

柿
木
原　
榮
一 

議
員 

市民の賛成ない新庁舎
見直せ
市長／説明会で賛成の意見あった

畑中　香子 議員 
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質
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問 

学
校
教
育
の
基
本
に
お

い
て
、「
児
童
生
徒
が
集
団

の
中
で
切
磋
琢
磨
す
る
こ
と

を
通
じ
て
資
質
や
能
力
を
伸

ば
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で

あ
り
、
小
・
中
学
校
で
は
一

定
の
集
団
規
模
が
確
保
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
」

と
あ
る
。
本
市
の
現
状
及
び

今
後
の
教
育
の
在
り
方
に
つ

い
て
教
育
長
の
考
え
を
伺
う
。

答 

合
併
翌
年
の
平
成
21

年
度
、
小
学
生
1
4
1
1

人
、
私
立
を
除
く
公
立
中
学

生
7
5
5
人
、
計
2
1
6
6

人
。
令
和
５
年
度
小
学
生

1
0
5
5
人
、
中
学
生

5
1
7
人
、

計
1
5
7
2

人
。
現
在
１
歳
児
が
小
学
校

入
学
す
る
令
和
10
年
度
、
小

学
生
9
2
8
人
、
公
立
私
立

含
む
中
学
生
5
4
7
人
、
計

1
4
7
5
人
。
児
童
生
徒
数

の
減
少
は
止
ま
る
状
況
で
は

な
い
。
本
市
の
学
校
の
在
り

方
に
つ
い
て
、
こ
の
ま
ま
進

む
べ
き
か
ど
う
か
検
討
す
べ

き
内
容
だ
と
認
識
し
て
い
る
。

今
般
、
令
和
７
年
度
か
ら
今

後
10
年
間
の
教
育
行
政
に
つ

い
て
伊
佐
市
教
育
振
興
基
本

計
画
策
定
委
員
会
を
設
置
、

ま
ず
は
事
務
局
内
で
検
討
を

始
め
た
い
と
考
え
る
。
本
市

の
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち

を
中
心
に
考
え
て
い
く
も
の

で
あ
り
、
統
廃
合
を
イ
メ
ー

ジ
し
て
結
論
あ
り
き
の
検
討

で
は
な
い
こ
と
を
は
っ
き
り

申
し
上
げ
て
お
く
。

問 

学
校
が
校
区
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
核
で
あ
る
こ
と
は
言

う
ま
で
も
な
い
。
教
育
部
局

が
学
校
の
在
り
方
を
含
め
今

後
10
年
間
の
教
育
行
政
の
検

討
を
進
め
る
な
ら
、
市
長
部

局
も
歩
調
を
合
わ
せ
検
討
す

る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
市

長
の
考
え
を
伺
う
。

答 

14
の
小
学
校
と
２
つ
の

中
学
校
、
こ
の
施
設
の
維
持

に
つ
い
て
は
公
共
施
設
等
管

理
計
画
で
し
っ
か
り
定
め
て

や
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
老
朽
化
し
た
校
舎
で

学
ば
せ
な
が
ら
学
校
を
維
持

す
る
こ
と
が
正
し
い
の
か
、

統
合
を
し
て
、
し
っ
か
り
整

備
さ
れ
た
施
設
で
学
ば
せ
る

の
が
正
し
い
の
か
、
そ
こ
は

当
然
賛
否
両
論
あ
る
と
思
う
。

市
長
部
局
と
教
育
委
員
会
が

密
接
に
連
絡
を
取
り
な
が
ら

同
じ
方
向
を
向
い
て
、
施
設

の
維
持
管
理
や
学
校
の
在
り

方
に
つ
い
て
真
剣
に
地
元
の

意
見
を
聞
き
な
が
ら
協
議
を

進
め
、
納
得
し
て
い
た
だ
け

る
も
の
で
な
け
れ
ば
い
け
な

い
と
思
う
。

問 

こ
こ
数
年
、
竹
林
資
源

の
活
用
や
竹
林
整
備
事
業
へ

の
取
組
が
見
ら
れ
な
い
。
現

状
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

答 

森
林
環
境
譲
与
税
を
活

用
し
た
竹
林
整
備
や
移
動
式

チ
ッ
パ
ー
と
機
械
の
購
入
・

貸
付
け
を
対
象
に
補
助
す
る

取
組
、
森
林
吸
収
源
対
策
補

助
金
の
竹
林
整
備
支
援
事
業

に
よ
り
、
チ
ッ
プ
用
竹
材
を

製
材
所
へ
持
ち
込
ん
だ
と
き
、

買
取
り
額
１
キ
ロ
当
た
り
２

円
以
内
を
予
算
の
範
囲
内
で

補
助
す
る
取
組
を
行
っ
て
い

る
。

　
問 

こ
の
１
月
、
東
京
で
行

わ
れ
た
「
和
牛
甲
子
園
」
で
、

鹿
屋
農
業
高
校
が
日
本
一
に

輝
い
た
。
未
利
用
の
竹
を
活

用
し
た
牛
の
飼
料
を
導
入
し

た
ほ
か
、
学
校
敷
地
内
の
竹

を
チ
ッ
プ
に
し
て
寝
床
に
使

い
、
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
に
つ
な

げ
た
取
組
を
発
表
。
出
品
し

た
枝
肉
も
高
い
評
価
を
受
け

て
の
快
挙
で
あ
っ
た
。
ま
た

２
月
１
日
に
は
、
出
水
市
で

は
企
業
と
協
定
を
結
び
、
竹

を
原
料
と
す
る
家
畜
飼
料
・

有
機
肥
料
「
笹
サ
イ
レ
ー

ジ
」
で
放
置
竹
林
活
用
に
向

け
た
取
組
を
展
開
す
る
。
さ

つ
ま
町
に
は
、
放
置
竹
林
の

竹
を
活
用
し
農
産
物
の
肥
料

や
家
畜
の
飼
料
を
作
る
工
場

が
２
年
前
に
で
き
た
。
放
置

竹
林
の
減
少
と
竹
資
源
の
活

用
に
向
け
て
伊
佐
市
で
も
何

ら
か
の
対
策
・
施
策
を
講
じ

る
こ
と
は
考
え
な
い
か
。

答 

牛
の
飼
料
や
土
壌
改
良

な
ど
い
ろ
ん
な
も
の
に
活

用
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
、

様
々
な
動
き
が
起
き
て
い
る
。

伊
佐
の
竹
林
ほ
と
ん
ど
が
放

置
竹
林
だ
と
思
う
。
こ
の
使

わ
れ
て
い
な
い
資
源
を
ど
う

有
効
に
活
用
す
る
か
、
特
に

畜
産
で
は
飼
料
高
騰
で
畜
産

農
家
の
方
が
苦
し
ん
で
い
る
。

地
元
の
資
源
で
そ
れ
が
補
え

る
と
す
れ
ば
、
非
常
に
大
き

な
力
だ
。
こ
の
４
月
か
ら
組

織
機
構
が
変
わ
る
が
、
新
し

い
組
織
も
含
め
て
、
伊
佐
で

ど
う
い
う
活
用
が
で
き
る
か

検
討
す
る
。

ど
う
す
る
、
今
後
の
学

校
の
在
り
方

教
育
長
／
ま
ず
は
、
庁
内
で
検
討

緒
方　
重
則 

議
員 

竹資源の有効活用を
市長／検討する価値は十分にある

久保　教仁 議員 
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令和６年
第２回定例会のお知らせ

○本会議は午前10時開会です。
６月
３日 （月） 本会議（招集日）
６日 （木） 本会議（２日目）一般質問
７日 （金） 本会議（３日目）一般質問
10日（月） 本会議（４日目）一般質問
17日（月） 本会議（５日目）総括質疑

18日（火）
総務産業委員会（９時から）
文教厚生委員会（13時30分から）

19日（水） 一般会計予算決算委員会（9時から）
28日（金） 本会議（最終日）

※日程は変更になることがあります。
　詳しくは議会事務局（☎23-1335）に
　お問い合わせください。

　「伊佐市議会だより」で、議会の
さまざまな情報をお伝えしています。
編集・発行責任者
　議　　長　森田　幸一
議会広報等特別委員会
　委 員 長　遠矢　寿子
　副委員長　畑中　香子
　委　　員　竹原　研二　　岩元　努
　　　　　　庵下　信一　　武本　進一

議会を自宅等のインターネットでも視聴
できます。
（市議会の生中継や録画を映像配信しています）
【伊佐市ホームページ】
　　　↓
【行政・議会】
　　　↓
　　【議会】
　　　↓
【議会インターネット映像中継】
大口庁舎、菱刈庁舎、まごし館では
議会ライブ中継をご覧になれます。

議員と意見交換会をしませんか
１ 対　　象	 市民の方で５～ 10人程度の団体、グループ 
２ 開催期間	 令和６年7月中旬から８月中旬まで。 
３ 意見交換	 あらかじめ提出されたテーマで、意見交換

会を行います。なお、時間は１時間～ 1時
間30分程度とします。 

４ 開催場所	 原則、応募団体、グループが希望される場
所。なお、会場は応募団体、グループで確
保してください。 

５ 参加議員	 提出していただいたテーマに応じ、数人の
議員が参加します。 

６ 応募方法	 申込書に必要事項を記載して、議会事務局
へ提出してください。なお、FAX、メール
でも提出できます。 

（※申込書は市議会のホームページに掲載してあります。
また、議会事務局に連絡いただければ申込書を発送しま
す。） 
７ 応募期間	 令和６年6月1日から7月末日まで。 
８ そ の 他	 開催については、議会で協議し決定します。

応募されたテーマの内容、開催時期によっ
ては、お受けできない場合がありますので、
あらかじめご了承ください。実施すると決
定した場合、日時や内容について打ち合わ
せをさせていただきます。 

《問合せ先》伊佐市議会事務局	 TEL23-1335
	 FAX22-4983 

団体募
集

＊
編
集
後
記
＊

＊
編
集
後
記
＊

　
４
月
３
日
に
台
湾
東
部
で
発
生
し
た
地
震

に
よ
り
友
好
交
流
協
定
を
締
結
し
た
花
蓮
市

で
大
き
な
被
害
が
発
生
い
た
し
ま
し
た
。
被

災
さ
れ
た
す
べ
て
の
皆
様
の
一
日
も
早
い
復

旧
と
復
興
を
願
っ
て
い
る
所
で
す
が
、
ま
だ
、

大
き
な
余
震
が
続
い
て
い
る
所
で
す
。
さ
ら

な
る
被
害
に
あ
わ
れ
な
い
よ
う
に
祈
っ
て
お

り
ま
す
。

　
今
年
は
地
震
で
始
ま
っ
た
年
で
し
た
。
先

だ
っ
て
も
、
四
国
豊
後
水
道
を
震
源
と
す
る

地
震
が
あ
り
ま
し
た
。
伊
佐
市
で
も
揺
れ
を

感
じ
た
と
こ
ろ
で
す
。
明
日
は
我
が
身
に
起

こ
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
思
い
で
日
々
過

ご
せ
た
ら
、
少
し
は
被
害
を
防
げ
る
か
も
し

れ
な
い
で
す
。　
　
　
　
　
　
竹
原　
研
二

62号の表紙は…

　本年度、卒隊される地域おこし協力隊の４名の皆
さんです。
　伊佐に新しい風を運んでくださり、ありがとうご
ざいました。皆さん、これからも「いさの人」とし
て活動していかれるとのこと。うれしい限りです。


